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東
京
都
医
師
会
は
令
和
９
年
度

東
京
都
予
算
要
望
と
し
て
、
少
子

超
高
齢
社
会
を
見
据
え
た
重
点
医

療
政
策
13
項
目
を
東
京
都
に
提
出

し
た
。
本
会
見
で
は
、
都
行
政
と

連
携
し
な
が
ら
医
療
・
介
護
・
福

祉
の
持
続
可
能
な
体
制
構
築
を
目

指
す
立
場
か
ら
、
そ
の
重
点
政
策

と
将
来
へ
の
展
望
に
つ
い
て
広
く

発
信
し
た
。

尾
﨑
治
夫
会
長
は
、
人
口
が
減

ら
な
い
ま
ま
高
齢
化
が
進
む
東
京

で
は
、
独
居
高
齢
者
の
増
加
や
医

療
・
介
護
の
人
材
不
足
、
ま
た
物

価
高
騰
に
よ
る
病
院
経
営
状
況
の

悪
化
な
ど
、
地
域
医
療
を
取
り
巻

く
課
題
が
一
層
深
刻
化
し
て
い
る

と
訴
え
、
高
齢
者
を
孤
立
さ
せ
な

い
地
域
包
括
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
更
な
る
充
実
に
尽
力
し
て
い
く

と
述
べ
た
。

一
方
、
健
康
寿
命
の
延
伸
と
持

続
可
能
な
医
療
提
供
体
制
の
構
築

に
向
け
て
は
、
治
療
中
心
の
医
療

か
ら
予
防
重
視
の
医
療
へ
転
換
が

求
め
ら
れ
る
。①
ワ
ク
チ
ン
接
種
、

②
健
診
・
検
診
体
制
の
見
直
し
、

タ
バ
コ
対
策
の
強
化
、
③
フ
レ
イ

ル
・
認
知
症
予
防
の
３
つ
の
柱
を

掲
げ
、〝
積
極
的
予
防
医
療
〞
の

推
進
を
強
調
し
た
。

こ
う
し
た
考
え
方
の
も
と
策
定

し
た
重
点
医
療
政
策
に
つ
い
て
、

各
担
当
副
会
長
か
ら
具
体
的
な
説

明
を
行
う
と
つ
な
い
だ
。

平
川
博
之
副
会
長
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て

「
高
齢
者
で
は
依
然
と
し
て
重
症

化
・
死
亡
リ
ス
ク
が
高
い
」
と
指

摘
し
、
高
齢
者
施
設
で
の
ク
ラ
ス

タ
ー
防
止
の
た
め
、
施
設
利
用
者

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
無
償
化
を

求
め
た
。
ま
た
、
児
童
生
徒
の
自

殺
や
不
登
校
の
増
加
を
踏
ま
え
、

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
配
置

体
制
の
強
化
や
学
校
・
保
護
者
・

医
療
機
関
と
の
連
携
強
化
の
必
要

性
を
訴
え
た
。

更
に
在
宅
療
養
で
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
培
わ
れ
た
各
地
区
医
師
会
を

中
心
と
し
た
24
時
間
診
療
体
制
を

継
続
・
発
展
さ
せ
る
た
め
、
新
た

に
始
ま
っ
た
区
市
町
村
を
中
心
と

す
る
在
宅
療
養
推
進
事
業
へ
の
支

援
継
続
を
求
め
た
。
そ
の
他
、
深

刻
化
す
る
医
療
・
介
護
の
人
材
不

足
対
策
、
認
知
症
の
あ
る
人
も
身

近
な
地
域
で
必
要
な
医
療
を
受
け

ら
れ
る
医
療
提
供
体
制
の
充
実
、

予
防
医
療
も
含
め
た
フ
レ
イ
ル
サ

ポ
ー
ト
医
の
一
層
の
拡
充
を
求

め
た
。

土
谷
明
男
副
会
長
は
、
都
内
の

病
院
を
取
り
巻
く
経
営
状
況
は
依

然
と
し
て
厳
し
く
、
東
京
都
が
実

施
し
た
実
態
調
査
で
も
そ
の
深
刻

な
状
況
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
伝

え
、
地
域
医
療
を
安
定
的
に
提
供

し
て
い
く
た
め
に
は
、
継
続
的
な

実
態
把
握
と
支
援
の
充
実
が
不
可

欠
で
あ
る
と
し
て
、
調
査
お
よ
び

支
援
事
業
の
継
続
を
求
め
た
。

ま
た
、
災
害
関
連
死
を
減
ら
す

に
は
、
災
害
発
生
時
は
医
療
機
関

だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
施
設
や
障

害
者
施
設
も
含
め
た
迅
速
な
情
報

共
有
と
連
携
が
重
要
と
な
る
こ
と

か
ら
、
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
、
保
健
所
、
避

難
所
、
福
祉
施
設
等
の
リ
ア
ル
タ

イ
ム
の
情
報
共
有
を
行
う
た
め
、

Ｄ
24
Ｈ
（
災
害
時
保
健
医
療
福
祉

活
動
支
援
シ
ス
テ
ム
）
を
活
用

し
た
通
信
訓
練
の
実
施
を
要
望

し
、
平
時
か
ら
の
備
え
強
化
を
訴

え
た
。

更
に
、
電
子
カ
ル
テ
の
普
及
を

基
盤
と
し
て
、
医
療
機
関
相
互
の

情
報
連
携
を
進
め
る
医
療
Ｄ
Ｘ
の

推
進
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。

川
上
一
恵
副
会
長
は
、
予
防
の

視
点
か
ら
健
康
課
題
へ
の
早
期
対

応
の
重
要
性
を
訴
え
た
。
受
動
喫

煙
対
策
が
進
む
一
方
で
、
加
熱
式

タ
バ
コ
に
対
す
る
社
会
的
な
認
識

の
緩
み
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

加
熱
式
タ
バ
コ
か
ら
も
発
が
ん
性

を
含
む
有
害
物
質
が
検
出
さ
れ
、

健
康
へ
の
影
響
の
可
能
性
を
否
定

で
き
な
い
と
国
の
専
門
委
員
会
が

見
解
を
示
し
て
お
り
、
紙
巻
き
タ

バ
コ
と
同
様
の
規
制
強
化
の
必
要

性
を
訴
え
た
。

感
染
症
対
策
で
は
、
症
状
の
有

無
や
受
診
行
動
に
左
右
さ
れ
ず
地

域
全
体
の
感
染
症
流
行
状
況
を
把

握
で
き
る
下
水
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス

に
着
目
。
流
行
の
兆
候
を
早
期
に

捉
え
、
医
療
提
供
体
制
の
備
え
や

予
防
策
の
迅
速
な
実
施
に
つ
な
げ

る
た
め
、
観
測
体
制
の
制
度
化
を

要
望
し
た
。

更
に
、
学
校
医
が
担
う
役
割
の

重
要
性
を
踏
ま
え
、
産
業
医
制
度

の
よ
う
な
系
統
的
研
修
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
提
案
。
加
え
て
、
尿
中

微
量
ア
ル
ブ
ミ
ン
検
査
、
Ｎ
Ｔ

─

ｐ
ｒ
ｏ
Ｂ
Ｎ
Ｐ
心
不
全
予
防
検

診
、
便
中
ピ
ロ
リ
菌
抗
原
検
査
な

ど
の
導
入
を
健
診
・
検
診
事
業
で

推
進
し
、
早
期
発
見
や
重
症
化
予

防
に
よ
る
健
康
寿
命
の
延
伸
、
医

療
費
の
適
正
化
を
目
指
す
攻
め
の

予
防
医
療
の
実
現
を
求
め
た
。

1.  高齢者施設利用者の新型コロナワクチン接種費用の
無償化

2. 児童生徒のメンタルヘルス対策の強化
3.  新たにスタートした「区市町村在宅療養推進事業」へ
の支援と検証

4. 深刻さを増す医療介護人材不足への支援
5. TOKYOオレンジ医療システムの充実
6. フレイルサポート医地域連携支援事業のさらなる拡充
7.  医療経営状況調査の継続と東京の医療のレベル維持
のための支援

8. 医療介護福祉をまとめた通信訓練の実施
9. 医療DXの推進
10. 加熱式タバコに対する規制強化
11. 下水を用いた感染症サーベイランスの強化
12. 学校医の系統的研修システムの構築
13.  積極的予防医療に向けて健診・検診における新規検
査導入の推進

東京都医師会が考える重点医療政策

積
極
的
予
防
医
療
を
推
進
す
る
13
の
重
点
医
療
政
策
を
発
信

質疑応答の様子
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医師国保に加入しましょう！
～医師国保は都医会員の
� 相互扶助を行う国民健康保険です～

東京都医師国民健康保険組合 ☎03-3270-6433（業務課）

○新たに東京都医師会に入会した方
○現在区市町村国保に加入中の方
○�退職等により共済・組合健保等の資格を喪失
した方　は、

ぜひご家族や常勤の従業員の方と一緒に加入して
ください。

医師国保からのお知らせ

報
道
の
機
会
こ
そ
激
減
し
た

が
、
先
生
方
も
ご
承
知
の
と
お
り

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
新
規
感

染
者
は
後
を
絶
た
な
い
。

令
和
６
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
死
亡
者
数
は
、
全

国
で
約
３
万
５
千
人
で
季
節
性
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
約
10
倍
、
死
因

の
第
８
位
で
あ
っ
た
。
令
和
７
年

も
両
者
の
死
亡
者
数
に
は
３
倍
の

開
き
が
あ
っ
た
。
そ
も
そ
も
両
者

の
感
染
者
総
数
が
著
し
く
異
な
る

た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
死
亡
者
数
は
脅
威
で
あ

る
。
死
亡
者
の
97
％
は
65
歳
以
上

の
高
齢
者
、
入
院
患
者
の
約
半
数

が
80
歳
以
上
、
約
４
分
の
３
が
70

歳
以
上
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
、
人
工
呼
吸

器
対
応
の
殆
ど
が
高
齢
者
で
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
の
数
値
か
ら
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

の
要
は
、
高
齢
者
の
感
染
予
防
で

あ
る
。

更
に
、
東
京
都
の
調
査
で
は
集

団
発
生
の
約
７
割
が
高
齢
者
施
設

等
の
社
会
福
祉
施
設
で
あ
っ
た
。

実
際
、
東
京
都
老
人
保
健
施
設
協

会
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
令
和
８
年

１
月
か
ら
７
月
末
ま
で
に
施
設
内

で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
発
生
し
た
の
は
、
回
答
71
施
設

中
の
半
数
近
い
33
施
設
。
こ
の
う

ち
、20
人
以
上
の
発
生
が
５
施
設
、

10
～
20
人
未
満
の
発
生
が
９
施
設

と
、
集
団
発
生
の
実
態
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
高
齢
者
施
設
に
は
ハ

イ
リ
ス
ク
者
が
多
く
、
加
え
て
密

な
集
団
生
活
、
身
体
接
触
を
伴
う

ケ
ア
等
々
ク
ラ
ス
タ
ー
化
の
条
件

が
揃
っ
て
い
る
。

高
齢
者
、
高
齢
者
施
設
の
感
染

予
防
、
重
症
化
予
防
に
は
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
重
要
で
あ
る
。
最
新
の

Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
見
解
で
も
高
齢
者
、
ケ

ア
施
設
・
長
期
療
養
施
設
の
入
居

者
、
中
重
度
の
免
疫
不
全
者
を
最

優
先
と
し
て
、
定
期
的
な
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
推
奨
し
て
い
る
。
し
か

し
、
我
が
国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
率
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
接
種
率
よ
り
は
る
か
に

低
い
。
時
事
通
信
社
・
地
方
行
財

政
調
査
会
が
政
令
指
定
都
市
、
中

核
市
、
県
庁
所
在
地
、
東
京
特
別

区
等
を
対
象
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
の
定
期
接
種
対
象
者
の
自

己
負
担
額
と
接
種
率
に
関
す
る
調

査
」
を
実
施
し
た
が
、
回
答
１
０

６
団
体
（
回
収
率
97
・
２
％
）
中
、

前
年
度
よ
り
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
自

己
負
担
額
が
増
加
し
た
の
が
84
団

体
、
接
種
率
が
低
下
し
た
の
が
１

０
１
団
体
で
あ
っ
た
。
接
種
率
の

高
い
地
域
は
自
己
負
担
が
無
償
、

低
額
の
自
治
体
で
あ
り
、
自
己
負

担
が
増
す
と
接
種
率
が
下
が
る
傾

向
が
明
確
に
な
っ
た
。
命
を
守
る

重
要
施
策
が
住
所
地
で
異
な
る
こ

と
は
看
過
で
き
な
い
。
こ
れ
か
ら

本
格
化
す
る
東
京
都
、
東
京
都
議

会
、
都
知
事
へ
の
令
和
９
年
度
東

京
都
予
算
要
望
で
は
本
件
を
重
点

要
望
と
し
て
強
く
訴
え
て
い
き
た

い
。
少
な
く
と
も
高
齢
者
施
設
の

入
所
者
、
通
所
者
、
で
き
れ
ば
職

員
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
無

償
化
は
譲
れ
な
い
。

何
故
な
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
は
過
ぎ
る
ど
こ
ろ
か

未
だ
喉
元
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。�

（
平
川
博
之
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５
類
に
移
行
し
た
頃
、某
業
界
誌

に「
喉
元
過
ぎ
れ
ば
熱
さ
を
忘
れ
る
」と
題
し
て
、コ
ロ
ナ
禍
の「
熱
さ

を
忘
れ
る
」こ
と
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

く
どい
と
言
わ
れ
よ
う
が
…

地区医師会長
連絡協議会報告
令和8年9月18日（金）

の
場
に
お
い
て
要
望
内
容
の
説
明

を
し
た
。

（
２
）
令
和
８
年
度
在
宅
難
病
患

者
訪
問
診
療
事
業
地
区
医
師
会
別

実
施
状
況
（
第
１
四
半
期
）
に
つ

い
て

　

令
和
８
年
度
在
宅
難
病
患
者
訪

問
診
療
事
業
（
第
1
四
半
期
４
～

６
月
分
）
の
地
区
医
師
会
別
の
実

施
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
引

き
続
き
事
業
実
施
に
協
力
い
た
だ

き
た
い
。

（
３
）
令
和
８
年
度
フ
レ
イ
ル
サ

ポ
ー
ト
医
研
修
会
の
開
催
に
つ

い
て

　

今
年
度
の
「
フ
レ
イ
ル
サ
ポ
ー

ト
医
研
修
会
」
の
受
付
を
開
始
し

た
。
10
月
24
日
（
土
）
と
12
月
26

日
（
土
）
の
２
日
間
、
同
一
の
内

容
で
開
催
す
る
。
会
員
へ
周
知
の

協
力
を
お
願
い
し
た
。

（
４
）
令
和
７
年
度
東
京
都
が
ん

検
診
精
度
管
理
評
価
事
業
の
結
果

公
表
に
つ
い
て

　

令
和
７
年
度
に
実
施
さ
れ
た
本

事
業
に
つ
い
て
、
東
京
都
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
と
う
き
ょ
う
健
康
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
）
に
て
結
果
が
公
表

さ
れ
た
。
会
員
へ
の
周
知
を
お
願

い
し
た
。

（
５
）「
診
療
所
に
お
け
る
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
評
価
料
の
届
出
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
の
集
計
結
果

に
つ
い
て

　

８
月
に
実
施
し
た
標
記
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
報

告
し
た
。

（
６
）
外
来
医
師
過
多
区
域
に
お

け
る
新
規
開
業
者
に
提
供
を
求
め

る
医
療
機
能
に
関
す
る
意
見
照
会

へ
の
回
答
に
つ
い
て

　

外
来
医
師
過
多
区
域
の
候
補
と

な
る
地
区
医
師
会
に
は
、
新
規
開

業
者
に
提
供
を
求
め
る
医
療
機
能

に
関
す
る
意
見
照
会
が
、
東
京
都

よ
り
本
会
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
。

東
京
都
が
作
成
す
る
説
明
動
画
で

内
容
を
確
認
の
上
、
回
答
す
る
よ

う
お
願
い
し
た
。

（
７
）
安
否
確
認
サ
ー
ビ
ス
２
（
ト

ヨ
ク
モ
）
２
０
２
６
年
一
斉
訓
練

の
結
果
に
つ
い
て

　

昨
年
よ
り
東
京
都
医
師
会
に
お

い
て「
安
否
確
認
サ
ー
ビ
ス
２（
ト

ヨ
ク
モ
）」
を
利
用
し
て
い
る
。

９
月
１
日
に
実
施
さ
れ
た
、
一
斉

訓
練
の
結
果
に
つ
い
て
報
告
し
、

地
区
医
師
会
に
お
け
る
対
応
に
つ

い
て
提
案
し
た
。

（
８
）
令
和
８
年
熊
本
地
震
に
お

け
る
東
京
都
医
師
会
の
対
応
〜
Ｊ

Ｍ
Ａ
Ｔ
関
連
〜
に
つ
い
て

　

７
月
28
日
に
発
生
し
た
令
和
８

年
熊
本
地
震
に
お
け
る
、
本
日
ま

で
の
状
況
と
本
会
の
対
応
に
つ
い

て
報
告
し
た
。

◎
地
区
医
師
会
か
ら
の
報
告

（
１
）
中
央
ブ
ロ
ッ
ク

（
２
）
城
東
ブ
ロ
ッ
ク

（
３
）
城
西
ブ
ロ
ッ
ク

①
杉
並
区
医
師
会
雑
誌
別
冊 

新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
・
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
特
集
―
杉
並
・
医
療
現
場

か
ら
の
報
告
― 

に
つ
い
て

�

（
杉
並
区
医
師
会
）

（
４
）
城
南
ブ
ロ
ッ
ク

①
第
十
五
回
大
田
区
医
学
会
に
つ

い
て�

（
田
園
調
布
医
師
会
）

（
５
）
城
北
ブ
ロ
ッ
ク

（
６
）
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク

（
７
）
大
学
ブ
ロ
ッ
ク

◎
出
席
者
に
よ
る
意
見
交
換

①
予
防
接
種
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
に

関
す
る
地
区
医
師
会
の
今
後
の
動

向
に
つ
い
て�

（
足
立
区
医
師
会
）

◎
そ
の
他

①
医
療
機
関
内
に
お
け
る
盗
撮
防

止
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
に
つ
い
て

�

（
練
馬
区
医
師
会
）

◎
都
医
か
ら
の
伝
達
事
項

（
１
）
令
和
９
年
度
東
京
都
予
算

に
対
す
る
要
望
事
項
に
つ
い
て

　

来
年
度
の
東
京
都
予
算
に
対
す

る
要
望
を
行
っ
た
。
重
点
医
療
政

策
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
数
年
で
実

現
が
求
め
ら
れ
る
政
策
課
題
を
中

心
に
13
項
目
に
取
り
ま
と
め
、
東

京
都
保
健
医
療
局
長
な
ら
び
に
福

祉
局
長
を
通
じ
て
東
京
都
知
事
に

提
出
し
た
。
ま
た
、
都
議
会
自
民

党
、
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
、
都

議
会
公
明
党
の
政
党
ヒ
ア
リ
ン
グ
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①
最
終
卒
業
校
　
　
②
略
歴
　
　
③
趣
味
　
　
④
好
き
な
言
葉

地
区
医
師
会
新
会
長
紹
介

千
代
田
区

医
師
会

鈴す
ず

木き

努つ
と
む

（
内
科
、
循
環
器
科
、

精
神
科
、
皮
膚
科
）

①
新
潟
大
学

②
千
代
田
区
医
師
会
理
事
、
同
副
会
長

③
乱
読
、
愛
車
の
プ
ジ
ョ
ー
２
０
８
で

の
ド
ラ
イ
ブ
、
時
々
ベ
ー
ス

④
知
足
（
足
る
を
知
り
、
日
々
に
感
謝

す
る
）

港

区

医
師
会

中な
か

村む
ら

正ま
さ

彦ひ
こ

（
内
科
、
消
化
器
科
、

外
科
）

①
日
本
大
学
医
学
部

②
港
区
医
師
会
理
事
、
同
副
会
長
、
都

医
代
議
員
、
同
公
衆
衛
生
委
員
会

委
員

③
ゴ
ル
フ
、
バ
ン
ド
活
動

④
一
期
一
会

新
宿
区

医
師
会

星ほ
し

野の

洋ひ
ろ
し

（
小
児
科
、
内
科
）

①
日
本
大
学
医
学
部

②
新
宿
区
医
師
会
理
事
、
同
副
会
長
、

都
医
代
議
員
、
同
感
染
症
・
予
防
接

種
委
員
会
委
員
、
新
宿
区
教
育
委
員

会
委
員

③
林
道
ド
ラ
イ
ブ
、
撮
り
鉄

④
フ
ラ
ッ
ト
ア
ウ
ト

田
園
調
布

医
師
会

瀬せ

川が
わ

貴た
か
し

（
内
科
、
小
児
科
）

①
日
本
大
学
医
学
部

②
田
園
調
布
医
師
会
理
事
、同
副
会
長
、

都
医
代
議
員

③
吉
本
新
喜
劇

④All�things�must�pass.

蒲

田

医
師
会

秋あ
き

田た

泰や
す
し

（
内
科
、消
化
器
内
科
、

小
児
科
、
皮
膚
科
）

①
昭
和
大
学
医
学
部
大
学
院

②
蒲
田
医
師
会
理
事
、
同
副
会
長
、
都

医
予
備
代
議
員
、
同
選
挙
管
理
委
員

会
予
備
委
員
、
日
医
代
議
員

③
音
楽
（
演
奏
す
る
こ
と
・
聴
く
こ
と
）

④
敵
は
己
の
中
に
あ
り

八
王
子
市

医
師
会

永な
が

野の

敦あ
つ
し

（
内
科
、
小
児
科
）

①
東
京
医
科
大
学
医
学
部
大
学
院

②
八
王
子
市
医
師
会
理
事

③
鉄
道
旅
行
、
鉄
道
模
型

④
ノ
ブ
レ
ス
・
オ
ブ
リ
ー
ジ
ュ

INFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATION
都医からのお知らせ

問
合
先

（公財）日本国際医学協会 事務局　東京都世田谷区上馬1-11-9 3F
TEL：03-5486-0601　FAX：03-5486-0599
E-mail：imsj@imsj.or.jp　協会ホームページ：https://www.imsj.or.jp/

第66回 国際治療談話会 総会【宇宙医学】

日時▶11月19日（木）19時～21時30分　　会場▶紀尾井フォーラム
〔第1部〕感想　「地域医療構想」のこれまでとこれから
〔第2部〕医学講演　1.「宇宙医学の挑戦と展望」／2.「マウス宇宙実験を用いた骨格筋制御機構
の解明とその応用」／3.「ポストISS時代を拓く宇宙医療・創薬―民間宇宙ステーションの海外
動向と日本の医療・創薬産業への展望―」
取得単位▶日医生涯教育制度2単位（CC：10、12、19、0）
申込方法▶11月16日（月）までに、右記二次元コードまたは協会HPより事前登
録をお願いいたします。申込多数の場合は会員優先、事務局からの返信をもって、
お申し込みを確定とさせていただきます。
参加費▶無料

課
題
を
共
有
し
、
医
師
会
相

互
・
地
域
災
害
拠
点
中
核
病

院
・
東
京
都
医
師
会
と
の

広
域
連
携
の
あ
り
方
を
協

議
す
る
こ
と
で
あ
る
と
説
明

が
あ
っ
た
。

講
演
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
「
多
摩
地
区
災
害
医
療

訓
練
の
現
状
と
展
望
」
に
つ

い
て
、
小
金
井
市
医
師
会
の
菊
地

隆
文
理
事
か
ら
、
広
域
災
害
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
・
医
療
救
助
・
医
療
搬

送
の
詳
細
な
解
説
が
な
さ
れ
、
結

果
を
踏
ま
え
た
幾
つ
も
の
課
題
が

提
案
さ
れ
た
。
救
護
ス
タ
ッ
フ
、

特
に
多
職
種
の
ス
タ
ッ
フ
不
足
や

出
務
者
の
補
償
制
度
が
挙
げ
ら
れ

た
。
ま
た
、東
京
都
医
師
会
に
は
、

課
題
に
対
す
る
補
完
と
地
域
連

携
の
旗
振
り
を
お
願
い
し
た
い

と
結
ん
だ
。

続
い
て
、
東
京
都
医
師
会

の
宮
崎
国
久
理
事
が
、「
救

護
所
の
先
に
あ
る
災
害
医
療

～
多
摩
地
域
の
広
域
連
携
と

医
療
継
続
を
考
え
る
～
」
と

「
東
京
都
モ
デ
ル
と
地
域
モ

デ
ル
～
災
害
医
療
体
制
の
共

通
化
と
地
域
最
適
化
～
」
の

講
演
を
行
っ
た
。

災
害
時
等
の
対
応
に
は
、

平
時
か
ら
の
訓
練
が
重
要
で

あ
り
、
東
京
都
全
体
の
基
盤

と
な
る
共
通
モ
デ
ル
の
作
成

や
定
着
が
必
要
と
な
る
一

方
、
地
域
に
は
各
々
の
特
性

が
あ
り
、
十
分
な
状
況
把
握

と
地
域
最
適
化
が
要
求
さ
れ

る
。
日
頃
の
訓
練
の
機
会
を

利
用
し
て
、
地
区
医
師
会
内

外
の
顔
の
見
え
る
連
携
、
多

職
種
や
地
域
住
民
と
の
連
携

を
行
い
、
非
常
時
に
は
総
動

員
で
対
応
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
更
に
超
高
齢

社
会
で
は
要
配
慮
者
の
増
加

が
見
込
ま
れ
、
各
連
携
（
医

療
・
介
護
、
病
診
、
診
診
、

病
院
・
診
療
所
介
護
施
設
）
が
よ

り
重
要
と
な
る
と
述
べ
た
。

東
京
都
医
師
会
の
尾
㟢
治
夫
会

長
は
、「
基
本
的
に
は
本
日
の
内

容
に
沿
っ
て
対
応
を
し
て
い
く
こ

と
に
な
る
が
、
地
域
に
は
財
源
の

差
が
あ
り
、
現
状
で
は
地
域
最
適

化
は
難
し
い
。
こ
の
よ
う
な
地

域
差
が
無
い
よ
う
に
、
国
が
整

備
を
す
べ
き
で
あ
る
」
と
訴
え
、

会
場
か
ら
は
多
く
の
拍
手
が
起

こ
っ
た
。

懇
談
の
後
、
小
金
井
市
医
師
会

の
田
中
功
一
副
会
長
の
閉
会
挨
拶

に
よ
り
、
盛
会
裏
に
終
了
し
た
。

標
記
協
議
会
が
、
９
月
18
日
に

開
催
さ
れ
た
。
主
催
は
小
金
井
市

医
師
会
で
、
同
医
師
会
の
三
澤

多
真
子
副
会
長
の
司
会
で
開
始

し
た
。

冒
頭
、
同
医
師
会
の
西
野
裕
仁

会
長
の
挨
拶
で
は
、
連
絡
協
議
会

の
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
「
災
害
医
療

体
制
及
び
広
域
連
携
に
関
す
る
調

査
」
の
概
要
な
ら
び
に
目
的
に
つ

い
て
、
多
摩
地
区
各
医
師
会
に
お

け
る
災
害
医
療
体
制
の
現
状
及
び

多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
医
師
会
会
長
・
副
会
長
連
絡
協
議
会

西野会長宮崎理事 菊地理事

尾﨑会長

令和8年度
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皆
さ
ん
、
大
田
区
蒲
田
の
西

口
に
あ
る「
バ
ー
ボ
ン
ロ
ー
ド
」

を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。
40
年

以
上
前
か
ら
あ
る
蒲
田
東
急
駅

前
通
り
会
の
こ
と
で
す
。
Ｊ
Ｒ

や
東
急
線
の
蒲
田
駅
か
ら
約
３

分
、
東
急
線
の
高
架
下
に
あ
る

商
店
街
で
、
個
性
的
な
お
店
が

ひ
し
め
い
て
い
ま
す
。
こ
の

バ
ー
ボ
ン
ロ
ー
ド
に
「
串
幸
」

が
あ
り
ま
す
。
お
店
は
３
階
建

て
で
、
１
階
は
調
理
場
を
囲
む

よ
う
に
カ
ウ
ン
タ
ー
席
と
２
人

掛
け
の
テ
ー
ブ
ル
席
が
少
し
、

２
階
は
掘
り
ご
た
つ
形
式
の

席
、
３
階
は
個
室
と
な
っ
て
い

ま
す
。
私
も
普
段
は
カ
ウ
ン

タ
ー
で
、
周
辺
医
師
会
と
の
会

合
な
ど
に
は
個
室
を
利
用
さ
せ

て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

お
店
の
メ
ニ
ュ
ー
に
は
四
季

折
々
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
や

お
酒
な
ど
が
あ
り
、
こ
だ
わ
り

は
毎
日
豊
洲
か
ら
買
い
付
け
る

鮮
魚
と
定
番

か
ら
変
わ
り

種
ま
で
あ
る

多
彩
な
串
焼

き
で
す
。
そ

の
他
に
も
ホ

ン
ト
に
い
ろ

い
ろ
な
お
つ

ま
み
や
食
事

が
充
実
し
て

お
り
、
目
移

り
し
て
し
ま

い
ま
す
。

オ
ー
ナ
ー

シ
ェ
フ
は
２

代
目
の
橋
本
健
さ
ん
。
横
浜
の

和
食
店
で
数
年
に
わ
た
り
修
行

を
さ
れ
ま
し
た
。
剣
道
で
鍛
え

た
頑
丈
な
体
で
、
１
階
の
カ
ウ

ン
タ
ー
で
腕
を
振
る
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
他
に
も
数
人
の
調
理

担
当
の
方
が
所
狭
し
と
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。
お
料
理
が
美
味

し
い
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

見
た
目
も
美
し
く
ひ
と
工
夫
が

し
て
あ
り
、
ま
た
手
作
り
の
食

器
や
メ
ニ
ュ
ー
が
何
と
も
楽
し

く
な
り
ま
す
。

お
店
が
お
休
み
の
日
に
は
２

階
や
店
先
で
の
ラ
イ
ブ
も
あ

り
、
お
店
全
体
が
い
つ
も
和
気

あ
い
あ
い
と
し
て
い
ま
す
。

女
性
一
人
で
も
安
心
し
て
入

れ
る
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
お
店
で

す
。
皆
様
も
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ

ひ
一
度
訪
問
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。（

蒲
田
医
師
会　

秋
田
泰
）

222

臨
床
実
習
で
学
ん
だ

「
医
師
と
し
て
の
原
点
」

　
　

昭
和
医
科
大
学
医
学
部
医
学
科
６
年

山
下
賢
士
郎

医
学
部
で
の
学
び
は
、
膨
大
な

医
学
知
識
を
体
系
的
に
身
に
つ
け

る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
解
剖
学
を

は
じ
め
と
す
る
座
学
は
医
師
に
な

る
た
め
の
基
盤
と
し
て
不
可
欠
で

あ
る
が
、
教
科
書
上
の
知
識
は
断

片
的
な
「
点
」
と
し
て
存
在
し
て

い
た
。
２
年
次
の
後
期
か
ら
は
見

学
型
の
臨
床
実
習
が
始
ま
り
、
共

用
試
験
合
格
後
は
、
各
診
療
科
を

１
カ
月
単
位
で
学
ぶ
診
療
参
加
型

の
臨
床
実
習
に
臨
ん
だ
。

臨
床
の
現
場
で
は
、
座
学
で
学

修
し
た
知
識
が
実
際
の
診
療
や
手

術
に
直
結
し
て
い
る
こ
と
を
実
感

す
る
場
面
が
数
多
く
あ
っ
た
。
例

え
ば
、
左
精
巣
静
脈
は
左
腎
静
脈

に
流
入
し
、
右
精
巣
静
脈
は
下
大

静
脈
へ
流
入
す
る
と
い
う
解
剖
学

的
知
識
は
、
試
験
で
も
頻
出
で
あ

る
。泌
尿
器
科
で
の
実
習
を
通
じ
、

こ
の
血
管
走
行
は
腎
切
除
術
な
ど

の
手
術
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な

意
味
を
持
つ
こ
と
を
理
解
し
、
な

ぜ
こ
の
知
識
が
求
め
ら
れ
る
の
か

を
深
く
納
得
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
こ
の
よ
う
に
、
座
学
や
講
義

で
学
ん
だ
知
識
が
臨
床
で
目
の
前

の
患
者
さ
ん
の
安
全
や
治
療
に
関

わ
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
私
の

学
び
は
臨
床
現
場
に
お
け
る
患
者

さ
ん
の
視
点
を
意
識
す
る
よ
う
に

変
容
し
た
。

医
療
家
系
で
は
な
い
私
に
と
っ

て
、
臨
床
現
場
に
お
け
る
指
導
医

か
ら
の
長
年
の
経
験
に
裏
付
け
ら

れ
た
一
つ
ひ
と
つ
の
ご
指
導
は
、

胸
に
突
き
刺
さ
る
学
び
の
連
続
で

あ
っ
た
。
特
に
印
象
に
残
っ
て
い

る
の
は
、
指
導
医
が
患
者
さ
ん
に

誠
実
に
向
き
合
う
姿
で
あ
る
。
高

齢
化
に
伴
う
慢
性
疾
患
の
増
加

や
、
Ａ
Ｉ
技
術
の
発
展
に
よ
り
、

患
者
さ
ん
自
身
が
医
療
情
報
を
得

や
す
く
な
っ
た
現
代
に
お
い
て
、

医
療
へ
の
期
待
や
ニ
ー
ズ
は
ま
す

ま
す
多
様
化
し
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
時
代
に
お
い
て
も
患
者
さ
ん

と
対
等
な
立
場
で
真
摯
に
向
き
合

い
、
適
切
な
表
現
で
説
明
す
る
技

能
や
、
多
職
種
と
協
働
し
な
が
ら

チ
ー
ム
医
療
を
実
践
す
る
姿
に
強

く
心
を
動
か
さ
れ
た
。

私
が
医
師
を
志
し
た
理
由
の
ひ

と
つ
は
、
医
師
が
患
者
さ
ん
の
精

神
的
な
支
え
と
な
り
、
そ
の
人
生

に
寄
り
添
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と

に
魅
力
を
感
じ
た
か
ら
で
あ
る
。

臨
床
実
習
を
通
し
て
、
昭
和
医
科

大
学
の
建
学
の
精
神
で
あ
る
「
至

誠
一
貫
」
の
真
意
を
改
め
て
深
く

理
解
す
る
と
と
も
に
、
患
者
さ
ん

か
ら
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る

と
い
う
謙
虚
な
姿
勢
を
学
ん
だ
。

患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
人
生
や

価
値
観
に
触
れ
る
経
験
こ
そ
が
、

医
師
と
し
て
の
成
長
に
つ
な
が
る

こ
と
を
確
信
し
て
い
る
。
私
は
こ

れ
か
ら
医
師
と
し
て
の
人
生
を
歩

む
う
え
で
、
こ
の
原
点
を
い
つ
ま

で
も
忘
れ
ず
に
い
た
い
。

地
域
の
実
情
や
ニ
ー
ズ
を
理
解

し
な
が
ら
患
者
さ
ん
中
心
の
医
療

を
実
践
す
る
た
め
に
、
目
の
前
の

患
者
さ
ん
と
誠
実
に
向
き
合
い
、

人
生
に
寄
り
添
え
る
医
師
を
目
指

し
て
日
々
研
鑽
に
励
み
た
い
。

主　　催：  公益社団法人東京都医師会／東京労働局
 地方公務員災害補償基金東京都支部
 一般社団法人日本損害保険協会関東支部
 損害保険料率算出機構自賠責損害調査センター首都圏本部
 東京労働保険医療協会

日　　時： 11月26日（木）
13時30分～16時25分（開場：12時30分）

会　　場： 東京都医師会館 2階講堂（千代田区神田駿河台2-5）
対 象 者： 都内医療機関の請求事務担当者（定員：250名）
演　　題：  「労災診療費算定基準について」（75分）
 「地方公務員災害補償制度について」（35分）
 「自賠責保険診療費算定基準について」（40分）
参 加 費： 無料
参加方式： 事前に「東京都医師会研修申込システム」より登録・申し込み
URL https://study.tokyo.med.or.jp/publish/Login
※必ず、ご出席される方の氏名でお申し込みください。

問合先：東京都医師会 事業部 医療保険課
　　　　電話：03-3294-8838

令和8年度  労災診療費算定基準・
地方公務員災害補償制度・

自賠責保険診療費算定基準の説明会

お店の前での写真撮影。
左からオーナーシェフ橋本健さん、筆者。

趣 味 の 散 歩

こだわりの鮮魚に
多彩な串焼き

蒲田西口「串幸」

［複合科］11月14日（土）　14時30分～16時40分
①学術講演：「HPVワクチンについて」《CC：11、1単位》 講師：崎山小児科 院長　崎山 弘
②保険診療の基本的事項について《CC：6、0.5単位》
③保険請求について《CC：6、0.5単位》

［皮膚科］11月21日（土）　14時30分～16時40分
①学術講演：「皮膚悪性腫瘍の診療の進歩について」《CC：0、1単位》
 講師：千葉大学大学院 医学研究院皮膚科学 教授　猪爪隆史
②保険診療の基本的事項について《CC：6、0.5単位》
③保険請求について《CC：6、0.5単位》

［整形外科］11月28日（土）　14時30分～16時40分
①学術講演：「骨粗鬆症とロコモ―骨密度だけでは見えない姿勢・体幹バランス・移動機能―」

《CC：77、1単位》
講師：昭和医科大学 医学部リハビリテーション医学講座 准教授　永井隆士

②保険診療の基本的事項について《CC：6、0.5単位》
③保険請求について《CC：6、0.5単位》

［会場］東京都医師会館（千代田区神田駿河台2-5）

［定員］各回300名（先着順。定員になり次第締切り）

［備考］・ 各回とも日本医師会生涯教育制度の単位取得可能（来場参加者に限る。講習会終了後に掲
載する動画の視聴では取得不可）

【参加申込】 ［申込期日］11月6日（金）
右記の研修申込システムより、当日受講される方の氏名で申し込みいただき、
申込完了時に発行される「受講証」の二次元コードを表示できるスマートフォン
やタブレット等の端末、または二次元コードを印刷してご持参ください（非会員
も申込可）。
https://study.tokyo.med.or.jp/publish/Login

【開催情報】
講習会の詳細や注意事項について、事前に右記のページをご確認ください。
また、講習会終了後、1カ月程度を目途に東京都医師会ホームページ上に講演
の映像や資料データを掲載する予定です。閲覧の際のパスワードは、メールに
てお知らせする「医療保険講習会のお知らせ」をご確認ください。
https://www.tokyo.med.or.jp/41697

令和8年度  医療保険講習会（医師対象）

（研修申込システム）

（開催情報ページ）
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都医HP・Eメール

■ ホームページアドレス
� https://www.tokyo.med.or.jp

■ Eメールアドレス� jimu@tokyo.med.or.jp

ふれあいポスト 各地区会報から

　以前に私は台湾グルメをご紹介したことがあるが、今回は奥深

い「台湾茶」の世界へ少しだけご案内しようかと思う。

　台湾茶と一口に言っても、その種類は実に多彩である。香ばし

い焙煎が魅力の「凍頂烏龍茶」、標高の高い澄んだ空気の中で育つ

「高山烏龍茶」、バニラのように甘く香るといわれる「金萱茶」、そ

して、ウンカという虫の恵みによって紅茶を思わせる高貴な香り

を放つ「東方美人茶」――。

　私がまだ幼かった頃、台湾に帰省するたびに親戚の叔父さんが

自慢の茶器と茶葉、そして電気ポットを

持って現れ、丁寧にお茶を淹れてくれた

ものだ。あの温かな湯気と独特なお茶の

渋みは、今も大切な思い出として胸に

残っている。

　2000年代初頭、志村けんと金城武が

台湾茶を楽しむ姿が印象的だった観光

CMを、懐かしく思い出す方も多いので

はないだろうか。あの舞台となった台北

市の老舗「林華泰茶行」は、今も多くの

旅人に愛されており、お土産選び、お土

産話にもぴったりの場所だろう。

　さらに深くお茶文化に浸るなら、ぜひ

「猫空（マオコン）」の茶芸館を訪れてみ

てはいかがだろうか。台北市立動物園前

からロープウェイに揺られて約4キロ

メートル、たどり着いた山の上では多く

の茶芸館が並んでおり、夜になると台北

のきらめく夜景が一望できる。現地の若

いカップルたちもこぞってデートに訪れ

るのだとか。

　円安やインフレで海外への足が遠のき

がちな昨今ではあるが、ちょっと近くへ

旅行にでも行くような気軽さで、週末に

台湾の香りを楽しみに出かけてみてほ

しい。

（『立川市医師会ニュース』2026年6月第647号
� より抜粋）

成高中之立川市医師会 台湾茶

軽井沢　雲場池の秋� 三鷹市医師会  土屋正己

昭和記念公園� 武蔵村山市医師会  押切 勝

My茶器。マトリョーシカのように1個に収まります。
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私
は
２
０
０
０
年
卒
業
で
あ
る
。
２

０
０
０
年
に
施
行
さ
れ
た
第
94
回
医
師

国
家
試
験
は
合
格
率
が
79
・
１
％
と
、

前
後
の
年
よ
り
10
ポ
イ
ン
ト
近
く
低

く
、
同
期
は
少
数
だ
っ
た
。
合
格
率
が

低
か
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
30
問
と
い

う
少
な
い
問
題
数
で
の
必
修
問
題
で
８

割
以
上
得
点
し
な
け
れ
ば
不
合
格
と
い

う
ル
ー
ル
が
原
因
な
の
か
、
あ
る
い
は

当
時
か
ら
噂
さ
れ
て
い
た
医
師
過
剰
へ

の
懸
念
か
ら
、
人
数
調
整
の
た
め
に
合

格
基
準
が
厳
し
く
設
定
さ
れ
た
た
め
な

の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
そ
の
議
論
は

ま
た
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
。

　

少
人
数
の
ま
ま
研
修
医
と
し
て
雑
用

に
追
わ
れ
、
２
年
の
初
期
研
修
を
終
え

よ
う
と
し
た
矢
先
の
２
０
０
４
年
、
新

医
師
臨
床
研
修
制
度
が
始
ま
っ
た
。
当

時
は
研
修
医
の
過
重
労
働
が
問
題
視
さ

れ
、
新
制
度
下
の
研
修
医
に
は
残
業
は

さ
せ
な
い
と
い
う
運
用
が
と
ら
れ
た
。

そ
の
分
の
下
働
き
は
、
２
０
０
０
年
か

ら
２
０
０
３
年
卒
業
の
世
代
へ
し
わ
寄

せ
さ
れ
、
負
担
ば
か
り
が
重
く
の
し
か

か
っ
た
実
感
が
あ
る
。
今
に
し
て
思
え

ば
、
こ
れ
も
当
時
か
ら
続
い
て
い
た
医

師
不
足
と
い
う
大
き
な
問
題
の
一
断
面

に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

実
際
、
地
方
の
医
師
不
足
は
そ
の
後

も
解
消
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
一
段
と
深
刻

化
し
、
国
は
２
０
１
６
年
に
東
北
医
科

薬
科
大
学
、
２
０
１
７
年
に
国
際
医
療

福
祉
大
学
と
、
37
年
ぶ
り
に
医
学
部
を

２
校
新
設
し
た
。
１
学
年
あ
た
り
の
定

員
は
、
２
校
合
わ
せ
て
２
０
０
数
十
名

に
の
ぼ
る
。
と
こ
ろ
が
今
、
初
期
研
修

を
終
え
る
と
す
ぐ
保
険
診
療
を
離
れ
美

容
医
療
へ
進
む
、
い
わ
ゆ
る
「
直
美
」

が
年
間
２
０
０
人
規
模
に
達
し
て
い
る

と
い
う
。
数
字
だ
け
見
れ
ば
、
増
員
し

た
分
が
そ
の
ま
ま
吸
い
出
さ
れ
て
い
る

格
好
で
あ
る
。

　

地
域
医
療
を
支
え
る
た
め
に
積
み
増

し
た
は
ず
の
定
員
が
、
当
の
地
域
医
療

か
ら
離
れ
て
い
く
医
師
の
数
と
ほ
ぼ
重

な
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
個
々
の
医
師

の
選
択
を
責
め
る
べ
き
話
で
は
な
い
だ

ろ
う
。
む
し
ろ
問
わ
れ
る
べ
き
は
、
保

険
診
療
を
担
う
医
師
の
待
遇
や
診
療
報

酬
の
水
準
が
、
地
域
医
療
に
と
ど
ま
る

と
い
う
選
択
を
医
師
に
選
び
づ
ら
く

さ
せ
て
い
る
構
造
そ
の
も
の
で
は
な

い
か
。

　

一
人
の
医
師
を
育
て
る
の
に
社
会
が

投
じ
る
費
用
や
年
月
の
重
さ
を
思
え

ば
、
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
医
学
部
新
設

と
い
う
重
い
決
断
を
本
当
に
地
域
医
療

へ
結
び
つ
け
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
待
遇

や
診
療
報
酬
の
あ
り
方
ま
で
、
問
い
直

す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

�

（
進
士
英
雄
）

無 声 拝 聴 医大新設の定員は
どこへ消えたのか

　

著
者
と
い
え
ば
、
読
み
聞
か
せ
と
温
か
い
育
児
支
援
。
本
書
で

は
、
園
や
学
校
で
遭
遇
す
る
子
ど
も
の
病
気
や
生
活
習
慣
、
心
の

問
題
な
ど
に
つ
い
て
、
Ｑ
＆
Ａ
形
式
で
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て

い
る
。
健
康
な
子
ど
も
は
も
ち
ろ
ん
、
身
体
や
心
に
問
題
を
抱
え

る
子
ど
も
に
つ
い
て
も
丁
寧
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
知
識
の

解
説
だ
け
で
は
な
く
、「
現
場
で
は
ど
う
考
え
、ど
う
対
応
す
る
か
」

と
い
う
実
践
的
な
視
点
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
て
、
子
ど
も
と
そ
の

家
族
の
心
配
事
に
ど
の
よ
う
に
寄
り
添
い
、
ア
ド
バ
イ
ス
す
べ
き

か
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

園
医
や
学
校
医
を
務
め
る
小
児
科
医
だ
け
で
な
く
、
養
護
教

諭
、
保
育
士
、
看
護
師
な
ど
、
子
ど
も
の
保
健
に
携
わ
る
す
べ
て

の
人
に
ぜ
ひ
読
ん
で
も
ら
い
た
い
一
冊
で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
園
や
学
校
生
活
を
送
る
た
め
に
、
周
囲
が
共
通
の
知
識

と
対
応
の
視
点
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
さ
せ
て
く

れ
る
。

　

ま
た
、
各
項
目
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、

全
体
を
通
し
て
読
み
や
す
い
だ
け
で
な
く
、
必
要
な
時
に
辞
書
の

よ
う
に
使
え
る
構
成
も
便
利
で
あ
る
。
忙
し
い
現
場
で
も
、
短
時

間
で
必
要
な
情
報
を
確
認
で
き
る
実
用
性
の
高
さ
と
、
著
者
の
温

か
さ
を
随
所
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

発
行
▼
少
年
写
真
新
聞
社　

価
格
▼
２
２
０
０
円（
税
込
）

園・学校で使える
子どもの保健
Ｑ＆Ａ
内海裕美 著

知ってますか？

強い暑さや高体温、脱水をきっかけに
細胞が傷付き、体内で始まった炎症が
ドミノ倒しのように全身に広がる、熱
中症重症化のメカニズムのこと。
体温が平熱に戻った後も、血管や臓
器へのダメージが続き、さらに炎症を
増幅させながら多臓器障害に進行した
り後遺症を残す。
そのため、冷却や水分補給をなるべく
早く行うことが、この炎症の連鎖を抑
えるために重要である。

炎症ドミノ

MMRワクチンの歴史と今後の展望

東
京
都
医
師
会

感
染
症
予
防
検
討
委
員
会

（

）

感
染
症
豆
知
識

　1989年に導入された国産麻しん・おたふくかぜ・風しん混合ワ
クチン（MMR）では、ムンプス成分としてUrabe系統が使用され
ていた。導入後、接種に伴う無菌性髄膜炎の発生頻度が想定を上
回ったことから、安全性への懸念が高まり、1993年4月をもって
定期接種は中止された。その後は、麻しん・風しん混合ワクチン
（MR）2回接種にムンプス任意接種を組み合わせる体制が続いて
いる。
　ムンプスワクチンが任意接種として位置づけられた結果、接種
率は安定せず、十分な集団免疫を確保できなかった。このため、
ムンプス難聴を含む合併症の発生抑制には限界があり、ムンプス
対策は長年にわたり予防接種行政上の課題となった。
　こうした背景のもと、2026年5月11日に第一三共株式会社の乾
燥弱毒生MMR「ミムリットⓇ皮下注用」が製造販売承認された。ム
ンプス成分は海外で広く使用され、安全性が確立したRIT4385株
（Jeryl Lynn系統）に置き換えられ、Urabe系統に起因した過去の
無菌性髄膜炎の問題を回避している。麻しん・風しん成分は現行
MRと同一であり、国内治験では免疫原性・安全性ともに良好な
成績が示されている。
　今後の焦点は、①定期接種化の可否、②現行ムンプスワクチン
の定期接種化の是非、③麻しん再興への備え、④成人ムンプス免
疫の減衰への対応である。定期接種化が実現すれば、1歳・就学
前の2回接種をMMRで統一でき、接種率向上と保護者負担軽減が
期待される。一方、MMRは現時点で同社の単独供給であり、生
産トラブルや需給逼迫時の代替手段が乏しい点は、安定供給上の
課題である。MMRの導入は、三疾患の接種率を高く維持するた
めの政策転換として注目される。
� （文責：萩原温久）
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第32回 日本医学会総会2027
医学のレジリエンス

～みらいへの挑戦と貢献～
人生100年時代をどう生きるか

■ 参加登録期間 ■
事前登録期間
　　2026年2月5日（木） ～ 2027年3月31日（水）
通常登録期間
　　2027年4月1日（木） ～ 2027年6月15日（火）

会頭 澤 芳樹
大阪大学 名誉教授
大阪けいさつ病院 総長

準備委員長 坂田 泰史
大阪大学大学院医学系研究科循環器内科学 教授
大阪大学医学部附属病院 病院長

主催／日本医学会　実行機関／第32回日本医学会総会

【学術講演会 参加登録に関するお問合せ先】
第32回 日本医学会総会 参加登録デスク　
株式会社コングレ内
E-mail：isoukai2027-reg@m.congre.co.jp
TEL：050-1723-0076
※平日10：00〜17：00（土日祝日、年末年始期間を除く）

参加登録は
こちらから ⬇

参 加 登 録 受 付 中

学術講演会 情報交換スペース（学術展示）

2027年
� 4月23日（金）～25日（日）

2027年
� 4月22日（木）～25日（日）

大阪市北区 中之島エリア
大阪国際会議場、リーガロイヤルホテル大阪 ヴィニェット コレクション ほか
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私は、令和7年７月から前会長の内原正勝先生の後任として
第11代三鷹市医師会長を拝命いたしました。三鷹市医師会は
本年、法人設立60周年という大きな節目を迎えます。これま
で地域医療を支えてこられた諸先輩方のご尽力に深く敬意を
表するとともに、その伝統を受け継ぎ、次の世代へつないでい
く責任の重さを感じています。
三鷹市の地域医療を語る上で、欠かすことのできない存在
が杏林大学医学部付属病院です。杏林大学には独自の医師会
がないことから、大学病院に勤務する多くの医師が「大学会員」
として三鷹市医師会に所属してくださっています。このことは当
医師会の大きな特色であり、大学病院と地域の医療機関が単
に患者さんの紹介・逆紹介を行うだけではなく、日頃から同じ
医師会の仲間として交流し、「顔の見える関係」を築くことにつ
ながっています。杏林大学とは、救急医療をはじめ災害医療
や各種健診など、さまざまな地域医療の場面で連携を重ねて
います。高度医療を担う大学病院と地域住民に最も近い診療
所が互いの役割を理解し、密接に協力できることは、三鷹市
の地域医療の大きな強みです。私自身も杏林大学医学部の卒
業生であり、卒業後は同大学で小児科医として研鑽を積みまし
た。大学と地域をさらに強く結びつけていくことも、私に与え
られた役割の一つと考えています。
そして、もう一つ私が誇りに思っているのが、三鷹市医師会
の会員同士の結束の強さです。当医師会では、先人たちが築
いてこられた伝統として、会員相互の親睦を深めるさまざまな
取り組みが長年大切に受け継がれてきました。診療科や世代
を越えて交流し、互いの顔が見え、気軽に声を掛け合える関

係があります。その結束力はどの地区にも負けないものと自負
しています。こうした親睦は単に楽しい時間を共有するだけで
はありません。そこで培われた信頼関係が、日々の診療連携
はもちろん、地域の課題に向き合う時や災害などの非常時に、
医師会が一つになって行動する力になると考えています。この
素晴らしい伝統をこれからもしっかり守り、次の世代へ継承し
ていきたいと思います。
一方、地域医療を取り巻く環境は大きく変化しています。少

子高齢化、医療従事者の不足、医療機関の経営環境の悪化、
災害時の医療提供、医療DXへの対応など課題は山積してい
ます。特に超高齢社会においては、病院や診療所だけで医療
を完結させることはできません。医療、介護、福祉、行政が
垣根を越えて連携し、住民の皆様が住み慣れた地域で安心し
て暮らし続けられる仕組みを構築することが、地区医師会の
重要な役割です。
私は小児科医として長く地域医療に携わってきました。子ど

もたちの健やかな成長を支えることも、高齢者が安心して暮ら
せる地域をつくることも、その根底にあるものは同じです。生
まれてから人生の最期まで、地域全体で人々の健康と生活を
支えることこそ、地域医療の原点ではないでしょうか。
法人設立60周年を新たな出発点として、先人たちが築いて

こられた「人と人とのつながり」を何より大切にしながら、行政
や関係団体との連携をさらに深めるとともに、伝統を守りなが
ら新しい時代の変化にも柔軟に対応し、会員が誇りを持てる、
そして市民から信頼される三鷹市医師会を目指してまいりたい
と思っておりますので、よろしくお願いいたします。

地区医師会長からの一言
地域とともに歩む医師会を目指して
三鷹市医師会長　渡邉直幸

医師と医師会を結ぶ 情報紙 都医 EWS
ニュース
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